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２（3）授業の質的改善のプロセス 

イ Ｂ校（第５学年）の実践  

(ｱ)  手引きを活用した授業の質的改善の推移 

２（2）授業の見直しと質的改善を図るための手立てに沿って，実際に授業の質的改善を図ったＢ校第５

学年の実践を紹介します。まず，チェックリスト（図１）で改善をどこから始めるか決めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ チェックリスト 

 

さあ，授業改善のスタートだ。 

まずは，簡単なチェック！ 

自分のスタートラインはどこ

だろう？クリックしよう。  

注意：画像はイメージです。リンクしていません。 

 

✔ 
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指示された「手引き」のページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級全体と抽出児（図１）の分析を基に，三つの資質・能力「知識及び技能」，「思考力，判断力，表

現力等」，「学びに向かう力，人間性等」が身に付いたのかどうかを検証しました。検証においては，新

しい評価の３つの観点に沿って分析・考察します。ただし，「知識・技能」は，現行の評価の観点「社会

的事象についての知識・理解」と「観察・資料活用の技能」として，「主体的に学習に取り組む態度」は，

現行の評価の観点「社会的事象への関心・意欲・態度」とほぼ同じと捉えて，評価・分析することにし

ました（表１）。 

 

Ｍ児 

 社会的事象への関心が高い。友達

との意見交流などを基に，自分の

考えを表現することができる。 

図１ 抽出児のプロフィール 

 

表１ 新学習指導要領と現行の学習指導要領の評価の観点 

新学習指導要領 現行の学習指導要領 

知識・技能 
社会的事象についての知識・理解 

観察・資料活用の技能 

思考・判断・表現 社会的な思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 社会的事象への関心・意欲・態度 

 

（１）から順番に 

チェックしよう。 
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【実践１】６月～７月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「寒い土地のくらし」 

目指す姿（技能） 

その資料がどのような資料か分かっている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料（写真，教科書等の文章等）を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせる。

（Ｃ⑥） 

 

以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価の計画をしていたが，十分にできなかった。 

Ａ 何が書かれている資料か分かり，言葉の意味（降水量，平均気温など）が分かっている。 

Ｂ 何が書かれている資料か分かっている。（帯広の雨温図，など。） 

Ｃ 断片的に資料を読み取っている。（縦軸・横軸や，大体の数値など）  

【考察】 

北海道と佐賀の平均気温と降水量を資料として提示した。しかし，書かせたり発表したりする場面

がなかったので，評価が十分にできなかった。そのため，評価を適切に行うことができるように，児

童一人一人の学習状況を適切に把握する場面を設定したい。 

 

目指す姿（思考・判断・表現） 

気付きや疑問から，キーワード（問い）をつくることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

気付きや疑問を基に，調べていきたいことを考えさせる。（Ａ⑦） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：１名 

Ａ 気候に対応する生活の工夫や産業の特徴，気候に関する問いを複数記述している。【６名】 

Ｂ 気候に対応する生活の工夫や産業の特徴，気候に関する問いを記述することができている。【13名】 

Ｃ Ｂに達していない。【７名】 

【抽出児の記述】  

 

【考察】 

全体の約 75％の児童が，学習内容に関する問いを１つは記述することができた。しかし，Ｍ児のよ

うに，評価Ｂに達していない児童が７名いたことから，調べていきたいことを考える段階までの，資

料の提示・声掛け等が適切ではなかったと考える。学習内容に興味をもたせるために佐賀県との比較

（今回は気温と雨量のグラフ）を提示したが，よりねらいに迫る資料提示の工夫が必要である。ま

た， ねらいに沿った児童の発言を全体に広げていきたい。 
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６月～７月の実践を終え，チェックリストで１学期の実践を振り返りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示された「手引き」のページ 

 

 

 

 

 

 

✔ 
✔ 

✔ 
✔ 
✔ 

✔ 
✔ 



平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ｂ校）-6 

【実践２】９月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「米づくりのさかんな地域」 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を総合して（まとめて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

事実を調べさせた後に，意味を問う発問を段階的に行う。（Ⅾ①） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＢ，Ｃの判定基準で評価を行った。※２名未提出 

（※指導に生かすための形成的な評価をしている。また児童のつぶやきや発言などから，「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断できた児童に関しては，記録に残し，単元における総括の評価の参考とする。） 

Ｂ 本時のキーワードとなる言葉を記述している。【０名】 

Ｃ Ｂに達していない。【24名】  

【抽出児の記述】  

 

【考察】 

毎時間の最後に，学習問題の答えを書かせたが，ほとんどの児童がＭ児のように，個別の具体的な知

識のみを記述しており，調べたことや考えたことを総合して考えることは難しかった。今後は，学習問

題の答えを記述させる際は，つなげて（関連付けて）書くことを意識させるようにしたい。 

 

目指す姿（技能） 

その資料がどのような資料か分かっている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料（写真，教科書等の文章等）を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせる。

（Ｃ⑥） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※２名未提出 

Ａ 言葉の意味（降水量，平均気温など）を踏まえた上で，何が書かれている資料か分かっている。

【18名】 

Ｂ 何が書かれている資料か分かっている。（庄内平野の米が全国に届くまで，など）【６名】 

Ｃ 断片的に資料を読み取っている。（重さを表していることや，大体の数値など）【０名】  

【抽出児の記述】  

【考察】 

Ｍ児のように，24名中 18名の児童が写真資料を基に米作りに関わる内容（海が近くにある，海の近

くには田がなくビニールハウスがたくさんある，防砂林・木がある，など）を記述することができて
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いた。田がないということは，ほとんどの児童が読み取ることができていた。写真を一つずつ確認

し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせる手立ては効果的であったと考える。 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ 言葉の意味を踏まえた上で，何が書かれている資料か分かっている。【20名】 

Ｂ 何が書かれている資料か分かる。【５名】 

Ｃ 断片的に資料を読み取ることができる。【１名】 

【抽出児の記述】  

 

【考察】 

地図資料からは，表題をほぼ全員が記述することができ，資料から分かることを記述している児童

は 20名いた。資料（地図，教科書等の文章等）を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なの

か考えさせる手立ては効果的であったと考える。しかし一方で，Ｍ児のように，資料が表す言葉の意

味を踏まえて読み取ったことを記述することができていない児童も５名いた。今後も，Ｃ⑥の手立て

を継続して取り入れていく。 

 

目指す姿（思考・判断・表現） 

資料を使って意見を述べたり，記述したりすることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

根拠となる資料を確認する。（Ⅾ③） 
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児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：２名 

Ａ  資料を具体的に示して自分の意見を述べたり，記述したりしている。【０名】 

Ｂ 資料を根拠として自分の意見を述べたり，記述したりしている。【21名】 

Ｃ Ｂに達していない。【３名】 

【抽出児の記述】  

 

 

 

【考察】 

教科書や資料集などの資料を活用して，自分の意見を記述することができていた児童は 24名中 21

名と大変多かった。しかし資料名等を明確に示して記述することができた児童はいなかった。Ｍ児の

記述を読むと，資料から分かることを正確に読み取ることはできているが，読み取ったことを基に自

分の考えを記述するところまでには至っていない。今後は，Ⅾ③の手立てに加えて，以下のことを取

り入れていく。 

資料を示す必然性をもたせる。（☆手引きに掲載していない手立て） 

必ず考えの根拠を示して発表させるようにする（話型の提示）。（☆手引きに掲載していない手立て） 

 

目指す姿（主体的に学習に取り組む態度） 

調べたことや考えたことを基に，今後の生活に生かせることはないか考えることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

学んだことを自分たちの生活（自分にできること）とをつなげて考えさせる。（Ｆ④） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＢ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：１名 

（※指導に生かすための形成的な評価をしている。また児童のつぶやきや発言などから，「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断できた児童に関しては，記録に残し，単元における総括の評価の参考とする。） 

Ｂ 学習内容を基に，これからの社会全体としてどのようなことができそうか記述している。【17名】 

Ｃ Ｂに達していない。【８名】 

【抽出児の記述】  
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【考察】 

全体の約７割の児童が，Ｍ児のように，これからの社会全体としてどのようなことができそうか記述

することができていた。今後も，社会的事象を児童にとって身近なものに感じさせる手立てと問題に対

して何ができそうか考える機会をつくっていく。 
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【実践３】10月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 



平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ｂ校）-12 

単元「これからの食料生産とわたしたち」 

目指す姿（技能） 

学習問題や学習課題（本時のめあて）を解決するために有用な情報を選んで読み取っている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

教師が指示した資料で調べさせる。（Ｃ⑦） 

立場ごとに，資料を分けて提示する。（Ｃ⑧） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ １つの資料から，有用な複数の情報を読み取っている。【23名】 

Ｂ １つの資料から，複数の情報を読み取っている。【２名】 

Ｃ Ｂに達していない。【１名】 

【抽出児の記述】  

 

 

【考察】 

食料品の輸入について，メリット・デメリットを教科書から探させた。26 名中 25 名が，Ｍ児のよう

に有用な情報を読み取ることができていた。教師が，立場ごとに資料を分けて提示したことで，児童が

目的をもって読み取りを行うことができたと考える。ただ，今回は教科書の本文から情報を読み取る学

習だったので，グラフなどの資料に比べると比較的読み取りが行いやすかったと考える。今後もＣ⑦と

Ｃ⑧の手立てを継続して取り入れていきたい。 

 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を総合して（まとめて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

事実を調べた後に，意味を問う発問を段階的に行う。（Ⅾ①） 

キーワードを挙げる。（Ⅾ⑨） 

まとめ方に関する判定基準を示す。（Ⅾ⑩） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＢ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：１名 

（※指導に生かすための形成的な評価をしている。また児童のつぶやきや発言などから，「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断できた児童に関しては，記録に残し，単元における総括の評価の参考とする。） 

Ｂ 本時のキーワードとなる言葉を記述している。【20名】 

Ｃ Ｂに達していない。【５名】 
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【抽出児の記述】 

【考察】】 

９月実践に比べ，個別の具体的な知識に関する内容をまとめて，記述することができた児童が増えた。

Ｍ児の記述を読むと，キーワード「輸入」「食料自給率」を使って，調べた事実をまとめて記述すること

ができていることが分かる。Ⅾ⑨の手立て「キーワードを挙げる」によって，知識をまとめる考え方を

促し，Ｄ⑩の手立て「まとめ方に関する判定基準を示す」によって，ゴールの姿がイメージしやすくな

ったと考える。 

 

目指す姿（思考・判断・表現） 

資料を使って意見を述べたり，記述したりすることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

根拠となる資料を確認する。（Ⅾ③） 

資料を示す必然性をもたせる。（☆手引きに掲載していない手立て） 

必ず考えの根拠を示して発表させるようにする（話型の提示）。（☆手引きに掲載していない手立て） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：５名 

Ａ 資料を具体的に示して自分の意見を述べたり，記述したりしている。【６名】 

Ｂ 資料を根拠として自分の意見を述べたり，記述したりしている。【13名】 

Ｃ Ｂに達していない。【２名】 

【抽出児の記述】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

９月実践に比べ，資料を具体的に示して自分の意見を述べたり，記述したりすることができた児童が

増えた。考えを記述させるときだけでなく，調べる学習活動を行っているときや，考えをペアやグルー

プで伝え合わせるときにも，Ⅾ③の手立て「根拠となる資料を確認する」を継続して取り入れていたこ

とが効果的であったと考える。Ｍ児の記述を読むと，資料を具体的に示すことはできてはいないが，資
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料を根拠として自分の意見を記述することができていることが分かる。今後も，学習過程のいずれの場

面においても，Ⅾ③の手立てを取り入れ，児童が資料を根拠にすることを意識できるようにしたい。さ

らに，資料を示す必然性をもたせたり，話型を提示して必ず考えの根拠を示して発表させたりしていき

たい。 
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【実践４】11月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
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単元「自動車をつくる工業」 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を総合して（まとめて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

事実を調べた後に，意味を問う発問を段階的に行う。（Ｄ①） 

キーワードを挙げる。（Ｄ⑨） 

まとめ方に関する判定基準を示す。（Ｄ⑩） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＢ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

（※指導に生かすための形成的な評価をしている。また児童のつぶやきや発言などから，「十分満足できる」状況（Ａ）

と判断できた児童に関しては，記録に残し，単元における総括の評価の参考とする。） 

Ｂ キーワードとなる言葉を基に，これまでの学習内容をまとめて記述している。【９名】 

Ｃ Ｂに達していない。【15名】 

【抽出児の記述】  

自動車工場でつくられて，船で海外へ輸送される。 

【考察】  

本単元の学習問題である「日本の自動車はどのようにしてつくられ，どのようにして世界中に運ばれ

ているのか」についてまとめさせた。自動車をつくる段階でのよりよい自動車を効率よくつくる工夫が

あること，世界への輸送について，両方とも記述している児童が９名であった。ただ，Ⅿ児のようにキ

ーワードとなる言葉を取り入れてはいるが，内容として不十分な記述をしている児童が多かった。一単

位時間ごとの振り返りやまとめをさせる際は，キーワードを使って書いている児童が多かったが，単元

のまとめとなる本時ではこれまでの学習で得た知識を関連付けて書くことが難しかったようである。ま

ずは，一単位時間ごとや単元ごとに個別の具体的な知識を関連付けて（つなげて）考えることができる

ような手立てを取り入れていく必要がある。 

 

目指す姿（技能） 

学習問題や本時のめあてを解決するために有用な情報を選んで読み取っている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

教師が指示した資料で調べさせる。（Ｃ⑦） 

立場ごとに，資料を分けて提示する。（Ｃ⑧） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：６名 

Ａ 一つの資料から，複数の有用な情報を読み取っている。【４名】 

Ｂ 一つの資料から，有用な情報を読み取っている。【11名】 

Ｃ Ｂに達していない。【２名】 

【抽出児の記述】  

安くできるから。 
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【考察】  

10 月実践に比べると，学習問題や本時のめあてを解決するために有用な情報を選んで読み取ってい

た児童の割合が減った。今回の単元では，資料として教科書に加え動画も提示したため，動画の内容を

読み取って記述することが難しかったのではないかと考える。Ｃ⑦とＣ⑧の手立てを継続して取り入れ

ていくとともに，動画資料の読み取りも併せて指導していく必要がある。 

 

目指す姿（技能） 

その資料がどのような資料か分かっている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料（写真，教科書等の文章等）を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせる。

（Ｃ⑥） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：２名 

Ａ 何が書かれている資料か分かり，自動車の普及率の意味を踏まえた上で，資料から分かることを記

述している。【12名】 

Ｂ 何が書かれている資料か分かり，資料から分かることを記述している。【４名】 

Ｃ Ｂに達していない。【５名】 

【抽出児の記述】  

記録なし 

【考察】 

 ９月実践の地図資料の読み取りでは，表題をほぼ全員が記述することができ，資料から分かることを

記述している児童は 20 名いた。しかし，今回のグラフ資料の読み取りでは，グラフが示すことの意味

を踏まえて記述した児童が減少した。また，評価Ｂに達していない児童が９月実践同様５名いた。今後

も，Ｃ⑥の手立てを継続して取り入れていく。 

 

目指す姿（思考・判断・表現） 

資料を使って意見を述べたり，記述したりすることができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

調べた事実と考えを明確に分けさせる。（Ｄ②） 

根拠となる資料を確認する。（Ｄ③） 

話合いの目的・ゴールを示す。（Ｄ④） 

考えをペアやグループで伝え合わせる。（Ｄ⑤） 

視点を基に，考えをもたせる。（Ｄ⑥） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：２名 

Ａ 今後の日本の自動車づくりについて，話合いの内容を踏まえ「早さ」「費用」「仕事」「外国との関

係」等の視点の中から複数の視点で自分の考えを記述している。【16名】 

Ｂ 今後の日本の自動車づくりについて，話合いの内容を踏まえ「早さ」「費用」「仕事」「外国との関
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係」等の視点の中から一つの視点で自分の考えを記述している。【４名】 

Ｃ Ｂに達していない。【１名】 

【抽出児の記述】 

【考察】 

話合いの内容を踏まえて自分の考えを記述する際に，話合いの視点を確認したことで，10月実践に比

べると，視点を基に自分の考えを記述している児童が増えた。Ｍ児の記述を読むと，話合い活動で出て

きた視点「技術」を基に自分の考えを記述していることが分かる。ただし，視点を基にして複数の意見

を比較すること（例：「外国との関係」という点で考えると，現地生産の方がよい）ができている児童が

ほとんどいなかった。視点を基に話合いを深める手立てを今後も継続して取り入れていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ｂ校）-19 

【実践５】12月実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…できていると判断した児童の姿 

   …今月実践の単元で目指す児童の姿      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  …現在取り入れていると判断した手立て   

…今月実践の単元で取り入れることを決定した手立て 

 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 
✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 



平成 30年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善の推移（Ｂ校）-20 

単元「工業生産を支える」 

目指す姿（知識） 

個別の具体的な知識に関する内容を関連付けて（つなげて），記述することができる。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

学習問題を確認する。（Ｃ①） 

調べた内容をペアやグループで伝え合わせ，確認させる。（Ｃ⑪） 

調べた内容について，問い返して，事実を相互に関連付けて考えさせる。（Ｃ⑫） 

 

児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。 

Ａ キーワードとなる言葉を３つ以上（中小工場，技術，協力）使って記述している。【２名】 

Ｂ キーワードとなる言葉を２つ（中小工場，技術，協力の内２つ）使って記述している。【10名】 

Ｃ Ｂに達していない。【11名】 

【抽出児の記述】 

 

【考察】 

これまでの実践では，児童が個別の具体的な知識に関する内容を総合して（まとめて），記述するこ

とができることを目指していたが，成果が十分に出ていなかったために，本単元では，関連付けて（つ

なげて）記述することができることを目標とした。Ｍ児の学習問題のまとめの記述を読むと，個別の具

体的な知識のみを使って記述しており，このような記述が全体の約 50％を占めていたことから，十分な

成果が出ていないと考える。また，評価Ｂの記述を読むと，「中小工場」というキーワードを使った児

童が少なかった。今後は，Ｃ①の手立てだけでなく，Ｃ②の手立て「調べることを図や表に表し，単元

全体を見通すことができるようにする」を取り入れ，学習問題のまとめの記述を行わせたい。 

 

目指す姿（技能） 

学習問題や学習課題（本時のめあて）を解決するために有用な情報を選んで読み取っている。 

取り入れた手立て（手引きの記号，番号） 

資料（写真，教科書等の文章等）を一つずつ確認し，どのようなことが分かる資料なのか考えさせる。

（Ｃ⑥） 

教師が指示した資料で調べさせる。（Ｃ⑦） 

立場ごとに，資料を分けて提示する。（Ｃ⑧） 
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児童のワークシートの記述を基に，以下のＡ，Ｂ，Ｃの判定基準で評価を行った。※未提出：２名 

Ａ 一つの資料から，複数の有用な情報を読み取っている。【12名】 

Ｂ 一つの資料から，有用な情報を読み取っている。【４名】 

Ｃ Ｂに達していない。【５名】 

【抽出児の記述】 

【考察】 

11 月実践に比べると，学習問題や本時のめあてを解決するために有用な情報を選んで読み取ること

ができた児童が増えた。11月実践で取り入れていたＣ⑦とＣ⑧の手立てに加え，Ｃ⑥の手立てを取り入

れたことで，児童はそれぞれの資料がどのようなことを示すものかを理解することができ，有用な情報

を読み取ることにつながったと考える。Ｍ児は時間が足りず，複数の情報を読み取ることはできなかっ

た。調べる学習活動の時間を十分に確保することも課題である。今後もＣ⑥，Ｃ⑦，Ｃ⑧の手立てを継

続して取り入れていきたい。 

 

 

1月実践へ 
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研究委員の振り返り 

資料１と資料２は，Ｂ校第５学年において授業の質的改善に取り組まれたＢ先生の手引きです。質的改

善に取り組みながら，児童ができるようになったことが増え（資料１），教師が取り入れた手立てが増えて

いることが分かります（資料２）。Ｂ先生は，10 月の実践において，手引きに掲載している手立てをその

まま取り入れるだけでなく，児童の実態に応じて手立てが更に機能するような細かな手立ても同時に取り

入れていました（13 頁参照）。Ｂ先生は，質的改善のスタート時，適切な評価方法について自身の課題を

もたれましたが（４頁参照），その後，学習過程「課題解決（考察・構想）」を中心に，日々の授業の質的

改善に取り組みながら，自身の授業力だけでなく，児童の姿を見取る力も高めていかれたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ Ｂ先生が実際に使用した手引き（資質・能力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ Ｂ先生が実際に使用した手引き（手立て） 

※資料１と資料２は今年度の研究当初のものです。質的改善の推移は，修正を図ったものを基に示しています。 
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最後に全６回の研究委員会を終え，６月から 11 月までの質的改善の日々を振り返ったＢ先生の記述を

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科の単元づくり，授業の方法について学ぶ機会

を頂き，とても勉強になりました。研究の流れについて

も，色々と教えていただき，今後の自分の実践にも役立

っていくと思います。貴重な場を与えていただき，あり

がとうございました。社会科の授業がとても楽しくな

りました。 

 


